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リンクベアメタルクラウド・ベアメール・ベアサポート 

パートナープログラム規約 

本パートナープログラム規約（以下「本規約」といいます）には、リンクベアメタルク

ラウド・ベアメール・ベアサポート（以下「本サービス」といいます）のパートナープ

ログラム（以下「本プログラム」といいます）に関して、株式会社リンク（以下「当

社」といいます）と本サービスのパートナー（以下「パートナー」といいます）との間

の権利義務関係が定められています。本プログラムへの参加に際しては、本規約の全文

をお読みいただいたうえで、本規約に同意していただく必要があります。 

第1条 （適用） 

1. 本規約は、本プログラムの提供条件および本プログラムの利用に関する当社とパ

ートナーとの間の権利義務関係を定めることを目的とし、当社とパートナーとの

間の本プログラムの利用に関わる一切の関係に適用されます。 

2. 当社が当社ウェブサイト上で掲載する本プログラム利用に関するルールは、本規

約の一部を構成するものとします。 

3. 本規約の内容と、前項のルールその他の本規約外における本プログラムの説明等

とが異なる場合は、本規約の規定が優先して適用されるものとします。 

第2条 （定義） 

本規約において使用する以下の用語は、各々以下に定める意味を有するものとします。 

(1) 「パートナー契約」とは、本規約および当社とパートナーとの間で締結する、

本プログラムの利用契約を意味します。 

(2) 「本サービス」とは、当社が提供する「リンクベアメタルクラウド」「ベアメ

ール」「ベアサポート」という名称のサービス（理由の如何を問わずサービス

の名称または内容が変更された場合は、当該変更後のサービスを含みます）を

意味します。 

(3) 「当社」とは、本プログラムを提供する株式会社リンクを意味します。 

(4) 「パートナー」とは第 3 条（申込み）に基づいて本プログラムの申込みが承諾

された個人または法人、団体を意味します。 

(5) 「エンドユーザー」とは、パートナーの紹介または管理の下で「本サービス」
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を利用する個人または法人、団体を意味します。 

(6) 「当社ウェブサイト」とはそのドメインが「baremetal.jp」「baremail.jp」

「baresupport.jp」である、当社が運営するウェブサイト（理由の如何を問わ

ず、当社のウェブサイトのドメインまたは内容が変更された場合は、当該変更

後のウェブサイトを含みます）を意味します。 

第3条 （申込み） 

1. 本プログラムの申込みを希望するもの（以下「申込み希望者」といいます）は、

本規約を遵守することに同意し、かつプログラムの内容を定めた書類（以下「申込書」

といいます）、および当社の定める一定の情報（以下「登録事項」といいます）を

当社の定める方法で当社に提供することにより、本プログラムの申込みを行うこ

とができます。 

2. 個人または個人事業主が本プログラムの利用を申込む場合は、来社の上、免許

証・パスポート等の本人確認書類の写しを提出するものとします。 

3. 当社は、当社の基準に従って、第 1 項および第 2 項に基づいて申込みを行った申

込み希望者の登録の可否を判断し、パートナー契約は、当社がその申込みを承諾

したときに成立するものとします。 

4. 当社は、申込み希望者が以下の各号のいずれかの事由に該当する場合は、申込み

を拒否することがあり、またその理由について一切開示義務を負いません。 

(1) 当社に提供した登録事項に虚偽、誤記または記載漏れがあった場合 

(2) 未成年者、成年被後見人、被保佐人または被補助人のいずれかであり、法定代

理人、成年後見人、保佐人または補助人の同意等を得ていなかった場合 

(3) 反社会的勢力等（暴力団、暴力団員、暴力団関係企業・団体、総会屋、社会運

動・政治運動標榜ゴロおよび特殊知能暴力集団、その他これらに準ずる反社会

的勢力を意味します。以下同じ）である、または資金提供その他を通じて、反

社会的勢力等の維持、運営もしくは経営に協力もしくは関与する等、反社会的

勢力等と何らかの交流もしくは関与を行っていると当社が判断した場合 

(4) 自らまたは第三者を利用して、暴力的行為、詐術・脅迫行為、業務妨害行為そ

の他の違法行為を行っていると当社が判断した場合 

(5) 過去当社との契約に違反した者またはその関係者であると当社が判断した場合 
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(6) 当社の競合事業者等サービスの詳細を調査する目的で申込みを行っていると当

社が判断した場合 

(7) 申込み希望者が日本国内に本プログラム利用の拠点を持たない場合 

(8) 第 10 条に定める措置を受けたことがある場合、または措置を受ける可能性が

あると当社が判断した場合 

(9) その他、当社が申込みの承諾を適当でないと判断した場合 

第4条 （本プログラムの内容、販売形態） 

1. セールスパートナープログラムにおける販売形態は次のとおりとします。ただし、

販売形態 Cは「リンクベアメタルクラウド」「ベアサポート」のみを対象とします。 

(1) 販売形態 A 

パートナーが当社に対して見込客の紹介を行い、当社が販売活動を行った結果、当

該見込客が本サービスの利用に至った場合、当社は、エンドユーザーが支払った利

用料金のうち、販売手数料の支払い対象となっている項目について、別紙１に定め

る販売手数料を当該パートナーに対して支払うものとします。販売手数料の支払い

は、エンドユーザーが利用している限り継続され、最長半年間とします。 

(2) 販売形態 B 

パートナーが見込客に対して販売活動を行い、その結果、当該見込客が本サービス

の利用に至った場合、当社は、エンドユーザーが支払った利用料金のうち、販売手

数料の支払い対象となっている項目について、別紙 1 に定める販売手数料を当該パ

ートナーに対して支払うものとします。販売手数料の支払いは、エンドユーザーが

利用している限り継続されます。 

(3) 販売形態 C 

• パートナーが、本サービスをパートナー自身のサービスとして、またはパート

ナーが提供するサービスに付与してエンドユーザーに販売する場合、当社は本

サービスの利用料金について、別紙 1 に定めるパートナー料金を適用します。パ

ートナー料金の適用は、対象となるエンドユーザーが利用している限り継続され

るものとします。 

• 本形態では本サービスに関する当社とのやり取り、および利用料金の支払いは

パートナーが行うものとし、当社とエンドユーザー間の直接のやり取りはない

ものとします。 
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• 本形態はパートナー自身の利用には適用しないものとします。 

• 本形態が適用されているパートナーのサービスの利用状況について、当社はパ

ートナーに対してその内容が事実に基づくものであることの確認を求めること

ができ、パートナーはこれに協力するものとします。 

(4) 別紙 1 に定められていない本サービスの販売手数料およびパートナー料金は

別途定めるものとします。 

2. ソリューションパートナープログラムにおける販売形態は次のとおりとします。 

(1) 販売形態 D 

パートナーのサービスを本サービスのオプションサービスとして当社、あるいは両

社で販売活動を行います。当該パートナーサービスの当社への提供・支払い条件につ

いては、両社協議のうえ別途定めるものとします。 

第5条 （本プログラム内容の変更、終了） 

1. 当社は、パートナーの承諾を得ることなく本プログラムの内容を変更、または提

供を終了することができるものとします。当社が本プログラムの内容を変更する

場合、その変更はサービス提供者としての良識、常識、誠意等に基づくものとし

ます。本プログラムの提供を終了する場合、当社はパートナーに事前に通知する

ものとします。 

2. 当社は、本条に基づき当社が行った措置に基づきパートナーに生じた損害につい

て一切の責任を負いません。 

第6条 （販売手数料、支払期日および支払方法） 

1. 販売手数料の詳細については、別紙 1 に定めるとおりとします。 

2. パートナーが適格請求書発行事業者の場合には、販売手数料に消費税を加えた金

額を支払います。パートナーが適格請求書発行事業者ではない場合は、消費税を

お預けすることができません。 

3. 販売手数料の支払期日および支払方法は次のとおりとします。 

(1) 販売形態 A および B 

販売手数料の支払いは、エンドユーザーの利用実績に基づき利用当月末で締め、

翌々月末日までにパートナーが指定する銀行口座に振り込むものとします。 
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(2) 販売形態 C 

販売形態 C に基づく卸価格での支払いは、毎月末日をもって当月の利用料金等を締

め、利用当月の翌月 15 日までに当社が請求書を発行し、パートナーは請求書発行

月の末日までに当社が指定する銀行口座に振り込むものとします。振込手数料はパ

ートナーの負担とします。口座引き落としによる支払いの場合、引き落としは請求

書発行月の 27 日とします。27 日が休業日の場合は翌営業日とします。口座引き落

とし手続きが完了していない場合の支払いについては、銀行口座への振り込みとし

ます。 

(3) 販売形態 D 

販売形態 D に基づく公認オフィシャルサービスの利用料金を当社がエンドユーザー

から回収した場合、当社は、別途定めた卸価格をパートナーによる請求書発行の

翌々月末日までにパートナーが指定する銀行口座に振り込むものとします。 

第7条 （商標等の使用） 

1. パートナーは、当社の商標等について、本プログラムにおける業務の範囲内にお

いて無償で使用することができるものとします。 

2. 前項に基づき、パートナーが当社の商標等を使用する場合は、別途定める使用規

定を遵守するものとし、当社から使用方法について指示があった場合はそれに従

うものとします。 

3. パートナーとしての資格を失った際は、自己の責任と負担において、商標等の使

用を直ちに中止するものとします。 

第8条 （広告宣伝） 

パートナーは、当プログラムに関わる広告宣伝活動を行う際、その内容が虚偽または誇

大なもの、あるいは曖昧な表現で誤解を招かないよう、細心の注意を払うものとし、当

社から広告宣伝における手法や表現について指示があった場合はそれに従うものとしま

す。 

第9条 （禁止事項） 

パートナーは、本プログラムの利用にあたり、以下の各号のいずれかに該当する行為ま

たは該当すると当社が判断する行為をしてはなりません。 

(1) 法令に違反する行為または犯罪に関連する行為 
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(2) 公序良俗に反する行為 

(3) 当社や第三者の著作権、特許権、意匠権、商標権その他の権利を侵害する行為 

(4) 当社や第三者に不利益、損害、不快感を与える行為 

(5) 本サービスの運営を妨害するおそれのある行為 

(6) パートナー自身を本プログラムが適用されるエンドユーザーとして申込む行為 

(7) その他、当社が不適切と判断する行為 

第10条 （利用停止、契約解除） 

1. 当社は、パートナーが以下の各号のいずれかの事由に該当する場合に、事前に通

知または催告することなく、本プログラムの利用を一時的に停止、もしくは解除

することができます。 

(1) 本規約のいずれかの条項に違反した場合 

(2) 登録事項に虚偽、不正の事実があることが判明した場合 

(3) 本プログラムを違法または不当な目的で使用していると当社が判断した場合 

(4) パートナーが、過去に本プログラムと同様のサービスを悪用したことがある、

あるいは本プログラムと同様のサービスを悪用した個人または法人、団体と何

らかの関係を有していることを当社が発見した場合 

(5) 本サービスのネットワーク、システム、利用者を保護するために、本プログラ

ムの提供の停止、または解除が必要と当社が判断した場合 

(6) 支払停止もしくは支払不能となり、または破産手続開始、民事再生手続開始、

会社更生手続開始、特別清算開始もしくはこれらに類する手続の開始の申立て

があった場合 

(7) 当社からの問い合わせその他の回答を求める連絡に対して、30 日間以上応答が

ない場合 

(8) 第 3 条第 4 項各号に該当する場合 

(9) パートナーまたはパートナーの関連会社もしくは関係者が反社会的勢力等、ま

たは反社会的勢力等の影響下にあると当社が判断した場合 

(10) 手形または小切手の不渡り処分を受け、あるいは銀行取引停止処分となった場

合 
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(11) 特定債務等の調整の促進のための特定調停に関する法律で定義される特定債務

者となった場合または特定債務者となり特定調停の申立をした場合 

(12) その他、当社が本プログラムの利用、または継続が適当でないと判断した場合 

2. 前項各号のいずれかの事由に該当した場合、パートナーは当社に対して負ってい

る債務の一切について当然に期限の利益を失い、直ちに当社に対して全ての債務

の支払いを行わなければなりません。また、当社が、パートナーに対して負って

いる債務については当然に消滅するものとし、当社はその支払義務を免れるもの

とします。 

3. 当社は、本条に基づき当社が行った行為によりパートナーに生じた損害について

一切の責任を負いません。 

第11条 （利用期間、解約） 

パートナー契約の有効期間は、第 3 条第 3 項によりパートナー契約が成立した日から 

1 年間とします。パートナーから当社に対して契約期間の満了日の 30 日前（30 日前

が当社休業日の場合は前営業日）までに、当社が指定する方法で当社に通知されない限

り、パートナー契約の有効期間は更に 1 年間自動更新されるものとし、以後も同様と

します。 

第12条 （責任の制限、免責） 

1. 当社は、本プログラムがパートナーの特定の目的に適合することや、有用である

こと、特定のプログラム等の仕様について不具合が生じないこと等については、

一切の保証を行いません。 

2. 当社は、本プログラムの利用、利用不能、その他本サービスに関連して発生した

パートナーの損害について、一切の責任を負わないものとします。ただし、当社

自身の故意またはこれと同視すべき重大な過失に起因する損害が発生した場合は

この限りではありません。 

3. 前項但書の規定により当社が損害賠償責任を負う場合といえども、当社はパート

ナーに直接かつ現実に生じた損害についてのみ責任を負い、当事者の予見の有無

を問わず特別の事情から生じた損害、結果的損害、付随的・派生的損害、逸失利

益その他の間接損害については、一切責任を負わないものとします。 

4. 本プログラムに関連してパートナーとエンドユーザーまたは第三者との間におい
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て生じた取引、連絡、紛争等については、当社は一切責任を負いません。 

第13条 （パートナー側の秘密保持） 

パートナーは、本プログラムに関連して当社がパートナーに対して秘密に取り扱うこと

を求めて開示した非公知の情報について、当社の事前の書面による承諾がある場合を除

き、秘密に扱うものとします。 

第14条 （当社側の秘密保持） 

1. 当社は、業務上知り得たパートナーの事業機密を第三者に開示することはないも

のとします。 

2. 以下のいずれかに該当する場合には、当社は、パートナーの登録事項および前項

の情報を開示することができるものとします。 

(1) 法令または裁判所その他の行政機関の命令によって開示を強制された場合 

(2) 法令上の照会権限を有する公的機関からの照会、その他法令に基づく照会がな

された場合 

(3) その他、捜査当局または行政当局への協力を行うことが相当であると当社が判

断した場合 

(4) パートナーから許諾を受けた場合 

3. 本条第1項の定めにかかわらず、当社は、本プログラムを提供するにあたって、当

社の選定する業務委託先等に対して、業務遂行上必要な情報について開示できる

ものとします。本項に基づく情報の開示に際し、当社は、業務委託先等に対して

適切な秘密保持の義務を課すものとします。 

第15条 （パートナーの登録事項の取扱い） 

1. 当社によるパートナーの登録事項の取扱いについては、別途当社プライバシーポ

リシー（https://baremetal.jp/privacy/、https://baremail.jp/privacy/、http

s://baresupport.jp/privacy/）の定めによるものとし、パートナーはこのプライ

バシーポリシーに従って当社がパートナーの登録事項を含むパートナーの情報を

取り扱うことに同意するものとします。 

2. 当社は、パートナーが当社に提供した情報、データ等を、パートナーを特定でき

ない形での統計的な情報として、当社の裁量で利用および公開することができる
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ものとし、パートナーはこれに異議を唱えないものとします。 

第16条 （本規約等の変更） 

1. 当社は、本規約および販売手数料・パートナー料金をパートナーの承諾なく変更、

改定できるものとします。 

2. 当社は、本規約および販売手数料・パートナー料金を変更、改定する場合は、本

サービスウェブサイト上での掲載、またはその他の適切な手段で当社が利用者に

告知した時点から効力が生じるものとします。 

第17条 （通知、登録事項の変更） 

1. 本規約に基づき当社がパートナーに対して行う通知は、当社に申込時の登録事項

にある所在地または電子メールアドレスに対して書面または電子メールによって

行うものとします。 

2. パートナーは、登録事項に変更があった場合に、当社の定める方法により、当該

変更事項を遅滞なく当社に通知するものとします。 

3. 前項にある変更通知の不存在によって、当社からパートナーへの通知、書類等が

遅着または不達となった場合は、当社がパートナーの届け出た所在地または電子

メールアドレスに対して書面または電子メールを発信したときに、パートナーに

通知がなされたものとみなします。 

第18条 （サービス利用契約上の地位の譲渡等） 

1. パートナーは、当社の書面による事前の承諾なく、パートナー契約上の地位また

は本規約に基づく権利もしくは義務につき、第三者に対し、譲渡、移転、担保設

定、その他の処分をすることはできません。 

2. 当社は、本サービスにかかる事業を他社に譲渡した場合には、当該事業譲渡に伴

い、パートナー契約上の地位、本規約に基づく権利および義務並びにパートナー

の登録事項その他パートナーの情報を当該事業の譲受人に譲渡することができる

ものとし、パートナーは、かかる譲渡につき本項において予め同意したものとし

ます。なお、本項に定める事業譲渡には、通常の事業譲渡のみならず、会社分割

その他事業が移転するあらゆる場合を含むものとします。 
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第19条 （準拠法および管轄裁判所） 

1. 本規約およびパートナー契約の準拠法は日本法とします。 

2. 本規約またはパートナー契約に起因し、または関連する一切の紛争については、

東京地方裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とします。 

 

【2014 年 10 月 15 日 制定】 

【2019 年 5 月 10 日 改定】 

【2020 年 1 月 8 日 改定】 

【2023 年 4 月 4 日 改定】 

【2023 年 10 月 4 日 改定】 

【2023 年 10 月 20 日 改定】 

【2026 年 8 月 31 日 改定】 

 

  



11 

Ver.2.4 

別紙 1 

1. 販売形態 A および B の販売手数料 

(1) ベアメタルクラウド 

物理サーバおよびパブリックVM の月間利用料の 5 % 

※ 物理サーバのうち「限定モデル」は除く。 

(2) ベアメール 

メールリレーサービスおよび迷惑メールスコアリングの月間利用料の 5 % 

※ 初期費用、超過料金、プレミアムサポートは除く。 

(3) ベアサポート 

個別契約で定めた本プログラム適用サービスの月間利用料の 5 % 

※ 初期費用は除く。 

2. 販売形態 C のパートナー料金 

(1) ベアメタルクラウド 

物理サーバおよびパブリックVM の月間利用料から 10 % を割り引いた料金 

※ 物理サーバのうち「限定モデル」は除く。 

(2) ベアサポート 

個別契約で定めた本プログラム適用サービスの月間利用料から 10 % を割り引いた

料金 

※ 初期費用は除く。 
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